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文責：校長 

校訓：「金剛石の光を発揮し、まわりを照らせ」 

学校教育目標：「自分を磨き、仲間と繋がり、未来を考える生徒の育成 ～共に成長していく学校～」 

大谷選手に学ぶ ～具体の目標を可視化して、実践を積み重ねていく～ 
 今シーズン、３年ぶりの二刀流で活躍している大
谷翔平選手。彼のすごさは誰もが認めるところです
が、大谷選手から学べることが中学生の皆さんにも
あると思います。彼が高校１年生の時に「マンダラ
チャート」という目標設定シートを書いています。
「高校卒業時にプロ野球の８球団からドラフト１
位指名を受ける」という大きな目標達成に向けて体
づくりやコントロール、１６０ｋｍの速球を投げる
などの具体的な目標を掲げていました。これらの目
標達成は容易ではありませんが、その中に「人間性」
や「運」というものもありました。これらはプロ野
球選手を目指していない全ての人にとって大切な
ことだと思います。詳しく見ていくと、大谷選手は
「人間性」を高めるために「思いやり」や「感謝」、
「礼儀」や「継続性」が大事だと考えています。ま
た、「運」を高めるために「道具を大切に使う」や
「本を読む」、「あいさつ」や「ゴミ拾い」をあげて
います。一つ一つは小さなことですが、これらを積
み重ねていくことで具体的な目標達成につなげ、よ
り大きな夢を実現していっています。 
 夢を実現したり目標を達成したりすることはも
ちろん大切です。しかし、夢を実現することだけが
価値あることではなく、それに向けて自分との約束
を守っていくことが成長につながります。目標に向
かって実践を積み重ねていくことでより高い位置
まで行くことができます。６月は中体連大会や定期
考査も控えています。六中生の皆さんも自分なりの
夢や目標を持ち、それに向けて努力を積み重ねながら成長していって欲しいと願っています。 
 

人権月間 ～一人一人の人権を大切に～ 
 ６月は人権月間です。学校でも人権学習や人権集会をとおして人権の大切
さについて学んでいきます。また、教育相談も実施します。一人一人の人権
を大切にし、六中生が安心して学校生活を送り、充実した教育活動ができる
ように取り組んでいきます。皆さんもしっかりと人権感覚を磨き、よりよい
学校にしていきましょう。よろしくお願いします。 
 

子曰、過而不改、是謂過矣 ～過ちて改めざるを、これ過ちという～ 
 ３年生の国語の教材に孔子の「論語」があります。古文・漢文をとおして昔の言語について学ぶ
と同時に、先人の知恵や考えを知ることができます。 

儒学の創始者である孔子は「過而不改、是謂過矣」と言っています。「過ち（間違
ったこと）をしたことを知っていながら改めようとしない。これが本当の過ち（間違
い）ですよ。」という意味です。生きていれば人は失敗したり、間違ったことをした
りします。その時にしっかりと自分を見つめ、その過ちを正していけるかということ
が大切です。数千年前の孔子さんの言葉を真摯に受け止め、実践していきましょう。 

金 剛 石 


